
別紙様式 

令和２年度（２０２０年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 菊陽町立菊陽西小学校 ＞ 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 ・使用していない教室等の電気はこまめに消す。 

・電気の使用量や水道使用量等をグラフ化し使用量を抑える。 

・紙の無駄をなくし、リサイクルに努める。 

・ペットボトルキャップを回収してポリオワクチンを送る。 

・委員会活動やＰＴＡや地域の協力を得て美しい環境を作る。 

行動 

 ・節電・節水についてのポスターを委員会が作成し掲示に努めた。 

・職員間で印刷が必要な場合は、裏紙を再利用した。 

・会議では、紙を使わずペーパーレスでの会議にした。 

・ペットボトルキャップ集めは委員会を中心に行った。児童は、目標を設

定し毎日呼びかけをして積極的に取り組んだ。その結果、全校児童の協

力を得ることができた。 

・環境美化については、花壇を委員会やＰＴＡ美化委員会が中心となって

整備したり、時期に合わせて各学年で野菜栽培にも取り組んだりした。

また、「花木友の森事業」により、ハイブリッドハナミズキ９本を植樹し

た。 

・働き方改革の一環で、西小断捨離タイムを設定し、校内の整理を行った。 

記録 

 ・紙の使用については、Ａ４用紙の使用が減ってきた。その反面、B4用紙

は、今年度、使用量が増えている。 

・水道の使用量が前年度に比べると１０％以上減っている。 

・宣言項目に従って児童及び教職員が一体となって行動できているかを環

境部が点検している。裏紙の再利用については、１００％達成できてい

る。 

見直し 

 ・職員室でのごみの分別に関しては、全職員に理解してもらい以前に比べ

ると改善された。しかし、各学級のごみの分別に関しては、年度初めに共

通理解を図ったがなかなか徹底できなかった。 

・使用しない教室の電気をこまめに消すことについては、係などを決めて

取り組んだ学級もあったが１００％にはならなかった。 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

・ペーパーレス化を進めてきた為、紙の使用量が減

ってきた。裏紙のリサイクルも職員が意識して取

り組んでいるため１００％達成できた。 

・水の使用量は、児童がコロナ禍の中で水筒持参だ

ったこともあるが、昨年と比べて１０％以上節約

することができた。 

・環境美化については、学校と保護者、地域が連携し

ながら季節ごとに花壇等を整備し、草取り等も学

年や委員会が協力して取り組むことができた。 

・紙の使用量の詳細は、Ａ４用紙の使用量が減り、Ｂ

４用紙の使用量が増えている。これは、職員間での

ペーパーレス化は進んでいるが、児童への休校中

の課題や学力向上のための課題プリントに使用し

たためと思われる。今後、タブレット学習が取り入

れられることが紙の使用削減に繋がるのではない

かと考える。 

・環境整備として職場の整理整頓を行った。働き方

改革の一環でもあったが、今後も引き続き整理整

頓された環境を保ち続けることが必要である。 
 


